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 区は、保育の質の更なる向上に向けた政策を一層推進するため、保育の質の向上等に関する最先端の

研究を保育の実践現場に活かすため、国立大学法人東京大学大学院教育学研究科と、令和 5 年 5 月

12 日（金曜）に連携協定を締結しました。 

 連携協力事項の概要 

幼児教育・保育の質の向上に関する連携協力協定を締結しました！ 

申請要否とスケジュール 

港区 × 国立大学法人東京大学大学院教育学研究科 

１.港区版保育の質向上のための事例集の策定 

日常的な保育実践現場で活用できる手引き、事例集を連携し策定 

２.港区内保育施設の保育の質の向上 

港区内保育施設の運営の検証、保育体制や人材育成に向けた取組 

３.医療的ケア児及び障害児保育に関する質の向上 

医療的ケア児と障害児の集団保育を行う園の保育体制等への取組 

Cedep(セデップ）と港区で、

より、事故や虐待のない安全

で質の高い保育を港区に 

東京大学大学院教育学研究科附属

「発達保育実践政策学センター」 

Cedep(セデップ）が港区の保育を

支援 

締結式の様子 右から 

【東京大学大学院教育学研究科】野澤 祥子（准教授）、遠藤 

利彦（発達保育実践政策学センター長）、勝野 正章（研究科

長）、【港区】武井 雅昭（港区長）、中島 博子（子ども家庭支

援部長）


